
 

 

第３回栗山町指定管理者選定委員会 会議録 

 

開催日時 令和７年９月１８日（木） １７：５７ ～ １９：２３   

場  所 栗山町役場 第３会議室 

出 席 者 

（選定委員）古瀬委員長、木藤委員、高石委員、中井委員、田中委員、小南委員       

（施設担当課）教育委員会社会教育課 篠田、三田 建設課 野原 

       福祉課 出南 

（事務局） 平野、橋本、山田 

会  議  内  容 

 

１．開  会   平野課長 

   

２．委員長挨拶  古瀬委員長 

 

（古瀬委員長により進行） 

 

３．協議事項 

（１）募集要項（案）、仕様書（案）について 

  ①図書館（資料１） 

図書館の募集要項（案）、仕様書（案）について、教育委員会社会教育課担当者より説明。 

【質疑】 

（委 員）利用者数の中には自主学習や涼み処として利用された方の数は含まれているのか。 

（担当課）含まれていない。本を借りた方のみの計上。 

（委 員）令和９年度小学校統合によって、司書の配置、人員に影響はあるか。 

（担当課）影響が出る可能性はある。現在は各小中学校を曜日ごとに訪問しているが、統合後は小学校、 

中学校に１名ずつ配置できるか現指定管理者と協議を行っている。 

（委 員）角田改善センター、南部公民館の図書室も図書館の管轄なのか。 

（担当課）お見込みのとおり。 

（委 員）FMくりやまで新刊情報等は発信しているのか。 

（担当課）行っていない。新刊の情報は図書館だより、図書館のホームページで発信している。 

（委 員）アコースティックライブなど多彩な事業を展開しているが、その周知方法は。 

（担当課）図書室の玄関、各公共施設にポスター提示やチラシ配布、図書室ホームページに掲載してい 

る。児童向けの事業については、保護者連絡ツールを活用し周知している。 

（委 員）年代別の利用者は把握されているのか。 

（担当課）システムで集計すれば可能。 

（委 員）利用者数の減少は高齢化によるものなのか、若年層の借り離れなのか。 

様式５ 



（担当課）毎日利用している方も高齢化によって亡くなったり、図書館までの移動手段が無くなっ 

てしまう。 

若年層でも一定数利用する方はいるが、新規利用者は減少している。 

（委 員）自主学習や「涼み処」を利用した方も利用者数として計上してはどうか。 

（担当課）カウンター業務を行っている職員が入館された方を数えてはいるが、正確なものではない。 

 

 ②栗山公園（資料２） 

 栗山公園の募集要項（案）、仕様書（案）について、建設課担当者より説明。 

【質疑】 

（委 員）トイレは通年開設とあるが、駐車場の除雪は町で行っているのか。 

（担当課）お見込みのとおり。 

（委 員）冬期間の動物の管理は指定管理者と別で行っているのか。 

（担当課）冬期間も指定管理者が行う。 

（委 員）新規遊具や新しい動物の追加の予定は。 

（担当課）遊具については、昨年全て更新した。動物園については、国の補助対象外、また限られたスペ

ースのため、関係各位と検討しながらになる。 

（委 員）桜の開花に時期が早まっているのに合わせて、開園時期を早めてもいいのでは。 

（担当課）検討する。 

（委 員）子どもたちが水遊びできる施設は町にはあるのか。 

（担当課）カルチャープラザには噴水施設はあるが、昨今は常時稼働していない。 

（委 員）酷暑対策で水遊びできる場所があると親子連れは来園しやすいのでは。 

（担当課）来園者アンケートでも水遊びや日陰になる場所が欲しいと声がある。 

 

   ③いきいき交流プラザ（資料３） 

いきいき交流プラザの募集要項（案）、仕様書（案）について、福祉課担当者より説明。 

【質疑】 

（委 員）世代間交流事業について、メンコやけん玉等で交流する「昔遊びの日」を作るといいのではな 

     いか。 

（担当課）現状、介護福祉学校の生徒と電子機器を使ったレクリエーションを行っている。参考にさせて 

いただく。 

（委 員）認知症カフェ「オレンジカフェ」をいきいき交流プラザで実施した際は多くの方に参加いただ 

いている。こうした集客力を活かし、警察や消防などの啓発活動を行える場所として提供して 

はいかがか。 

（担当課）参考にさせていただく。 

 

８．閉  会 

（古瀬委員長）以上で第３回選定委員会を終了させていただきます。大変ご苦労様でした。 

 


